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１．千歳大野道路の概要 

（１）中九州横断道路の概要 

中九州横断道路は平成 6年 12 月に計画路線に指定された地域高規格道路で、大分市

を起点として竹田市等を経由し熊本市に至る延長約 120km の自動車専用道路である。 

本道路は、大分市、熊本市を中心としたそれぞれの都市圏を相互に連絡し、両県の

交流を促進するとともに、沿線地域の産業発展、地域活性化に寄与することを目的と

した道路である。 

また、九州縦貫自動車道及び東九州自動車道と連絡されることにより、循環型ネッ

トワークが形成され、さまざまな地域圏との交流が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中九州横断道路

■ 位置図 



道路－3－4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
中
九
州
横
断
道
路
路
線
図

( 
 
)内
は
合
併
前
の
市
町
村
名
 



道路－3－5 

 

（２）千歳大野道路の概要 

１）概要 

千歳大野道路は、中九州横断道路を構成する一区間であり、大分県南部の一般国道

57 号と平行に位置し、交通利便性の向上、地域間の連携・交流の支援を図り、沿線

地域の産業発展や地域活性化に寄与するとともに、当該道路と平行する一般国道 57

号の代替機能も有する。 

 

２）道路諸元と横断面構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路 線 名 千歳大野道路

起 点 大分
おおいた

県豊後大野
ぶ ん ご お お の

市千歳町
ちと せ ま ち

下山
しもやま

終 点 大分
おおいた

県豊後大野
ぶ ん ご お お の

市大野町
おおのま ち

田中
た な か

延 長 L= 8.7 ｋｍ

幅 員 W= 20.5 m

車 線 数 ４車線

構 造 規 格 第１種３級

設 計 速 度 V= 80 ｋｍ/ｈ

■道路諸元 

■千歳大野道路の位置 

■標準横断図 
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２．事業の効果及び必要性 

①事業をめぐる社会情勢等の変化 

（１）対象地域の概況 

a．人口の推移 

千歳大野道路沿線の豊後大野市千歳町及び大野町はともに人口は減少しており、特

に大野町では昭和 60 年から平成 12 年にかけて約２割減少している。 

また、高齢化率は千歳町、大野町ともに県平均に比べ高く、大野町では約４割が

65 歳以上を占めるなど、高齢化の進展が著しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料：国勢調査）

～ 人口 ～ 

（資料：国勢調査）

～ 高齢者 ～ 

■沿線地域の人口の伸び率（対 S60）

■沿線地域の高齢者人口の推移 ■沿線地域の高齢化率の推移(対 S60) 
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■沿線地域の人口の推移 
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b．産業 

沿線地域の豊後大野市千歳町及び大野町

とも、第１次産業就業者の構成比が大分県平

均を大きく上回っており、地域の基幹産業と

なっている。 

また、千歳町の製造品出荷額の伸びが大分

県平均を上回っているが、基幹産業である農

業の粗生産額は減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：国勢調査）

（資料：生産農業所得統計）

～ 農業 ～ 

～ 工業 ～ 

～ 商業 ～ 

（資料：商業統計調査）

（資料：工業統計表）

■沿線地域の年間商品販売額の推移 ■年間商品販売額の伸び（対 S60） 

■沿線地域の製造品出荷額の推移 ■製造品出荷額の伸び（対 S63） 

■沿線地域の農業粗生産額の推移 ■農業粗生産額の伸び（対 S63） 

■産業別就業人口 
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c．自動車保有台数 

自動車保有率は県平均と同様に増加傾向にあり、豊後大野市千歳町や大野町はとも

に自動車保有率が県平均を上回っており、自動車への依存は高い状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d．交通量の推移 

沿線地域の幹線道路である国道 57 号の交通量は、豊後大野市大野町(田中)で約

7,400 台/日と昭和 60 年から平成 11 年にかけて約 14％増加している。また、12h 大型

車混入率も増加傾向にあり、大野町(下山)では平成 11 年で 30％を越えている。 
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大分県 九州

■自動車保有率 

（資料：九州各県市町村別・車種別保有車輌数統計資料）

■一般国道 57 号の交通概況 

国道57号 大野町（田中）
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7,621

6480
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※大野町（下山）ではＨ２以前の調査なし 

国道57号 大野町（下山）

6,476 6,1006,475

32.3
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※ 

（資料：道路交通センサス） 
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e．流動状況 

◆通勤通学流動 

大分市への通勤通学依存率は、豊後大野市千歳町で約15％と高く増加傾向にあり、

同市大野町においても大分市へ約６％依存している。 

また、通勤・通学者の交通手段は、自家用車が約８割を占めており、自動車交通に

依存していることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.4%

4.8%

3.1%

3.0%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道・電車 バス 自家用車

徒歩・二輪車 その他

■ 沿線地域の通勤通学流動 

（資料：国勢調査）

■ 大分市への依存率の推移 

■ 通勤通学者の利用交通手段(千歳町、大野町) 

■ 大分市への通勤通学依存圏
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千歳町

大野町

（資料：国勢調査）※ 旧市町村単位で集計 

※ 旧市町村単位で集計 
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（資料：H14 大分県消費者買物動向調査）

 

◆買物流動 

沿線地域の豊後大野市千歳町及び大野町では、大分市や豊後大野市三重町に買物場

所を依存しており、特に買回品や専門品等は、約半数近くが商業施設の集積する大

分市へ流出し、その依存傾向は年々高まっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 大分市への流出率の推移（買回品） 

■ 買物流動（最寄品） ■ 買物流動（専門品） 

※買回品とは、スタイル、デザイン等を重視

して商品の選択を行うものであり、消費者

が気に入ったものが見つかるまで探すこと

が多い商品。（衣類や装身具等） 

53.2

41.6

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

Ｈ4 Ｈ9 Ｈ14

（％）

豊後大野市
千歳町

豊後大野市
大野町

■ 買物流動（買回品） 

※ 旧市町村単位で集計 
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（２）事業の必要性及び効果 

 

 

中九州横断道路が大分～熊本まで供用されれば、国道 57 号等を利用し、現在約 150

分かかっている大分～熊本間が、中九州横断道路を利用することにより、約 90 分に

短縮される。（千歳大野道路区間は 11 分から 7分に短縮） 

これにより、県都である大分市や東九州自動車道までの時間距離が短縮され、産

業・経済の発展、観光の振興に寄与するとともに、最寄りＩＣまで 30 分圏が拡大し、

行動圏域の拡大が図られる。 

千歳大野道路は中九州横断道路の一部区間を形成し、地域間の交流連携を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果１：地域間の交流連携の支援 

■ 中九州横断道路の整備による時間短縮（全線供用時） 

■ ＩＣ30 分圏の拡大（全線供用時） 

■ 大分～熊本間の所要時間

1 1分

7分

0
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現在 完成

約１５０分 約９０
分

：千歳大野道路に
　起因する時間変化
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中九州横断道路が整備されることで、阿蘇、別府等の九州を代表する観光地間のネ

ットワークが強化される。千歳大野道路は、その一部区間を形成し広域観光ネットワ

ークの強化に寄与する。 

また、千歳大野道路沿線地域においても、大分市などの主要都市からのアクセス向

上や、阿蘇等の主要観光地とのネットワーク強化が図られるなど、地域の観光振興に

寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果２：観光ネットワークの強化 

大迫磨崖仏 

（豊後大野市千歳町） 

■ 主要観光地の観光客数（Ｈ14） 

資料：九州データブック 2005 

沈堕の滝 

(豊後大野市大野町) 

74

111

53
33

144

223

136

99

0

50

100

150

200

250

竹田・荻 久住 三重・清川
緒方

朝地・大野
千歳・犬飼

平成５年

平成15年

（万人）

▲観光客数の推移

沿線の観光客数：約６００万人

（資料：大分県観光動態調査）

■ 沿線地域の主な観光地と観光客数 

阿蘇山（阿蘇市阿蘇町）

鉄輪温泉（別府市）

現況：360 分 
将来：290 分 

▲ 福岡からの周遊観光例 

所要時間 70 分短縮 
【日帰り観光の時間ニーズ※320 分 

（片道 160 分×2）を達成】

※アンケート調査（Ｈ15）結果より
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◆救急医療活動の支援 

医療サービス水準が低い大野郡東部消防本部管内では、救急医療の約 5割が管外に

搬送されるなど、医療サービスを大分市に依存している状況にあり、豊後大野市大野

町から大分市の第三次救急医療施設までは、カーブが多い国道 57 号を経由して約 50

分かかっている状況にある。 

千歳大野道路の整備により、走行性の向上や搬送時間の短縮が図られ、高齢化率が

高く、地域医療に深刻な問題を抱えている沿線地域において、安心できる暮らしの実

現に貢献する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果３：医療活動の支援 

※大野郡東部消防本部の管轄（旧市町村区分） 

野津町、三重町、清川村、大野町、千歳村、犬飼町

■平成 13 年度高齢者(65 歳以上)の搬送割合 

60.8%

38.5%

0% 20% 40% 60% 80%

全国

大野郡東部

消防本部

資料：消防署データ
H14.12（1 ヶ月）

34.1%

65.9%

大分市内
主要病院

その他

■ 大野郡東部消防本部管内からの 

管外搬送先病院 

※将来は、中九州横断道路が全線供用の場合 （資料：カーラーの救命曲線 「ＮＨＫスペシャル
西ドイツ・死者半減日本放送出版協会」より）

搬送時間の短縮により、救命率が

10%から 45%に向上！（多量出血）

■ 第３次救急医療施設までの 

     搬送時間と救命率の向上(大野町) 

■ 大野郡東部消防本部の救急搬送人員の推移 

7 1 6 7 6 7 8 01 7 95 7 6 9

6 8 8
7 8 6 8 00 8 84 9 1 8
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管内に搬送 管外に搬送

：人

1 ,4 0 4
1 ,5 5 3

1 ,6 0 1
1 ,6 7 9 1 , 6 8 7

■ 沿線地域の高齢化率 

■ 第３次医療施設（大分市）までの緊急搬送時間 
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◆日常医療の支援 

豊後大野市では、人口当りの医師数が少なく、また専門の診療科目数も少ないなど、

大分県内において医療サービス水準が低い状況にある。（特に千歳大野道路沿線地域

の千歳町、大野町などでは医師数が 1～2人程度） 

千歳大野道路の整備により、大分市内の医療施設までの所要時間が短縮することで、

医療施設への選択肢が増加し、より高度かつ多様な医療サービスが受けられるなど、

地域の医療サービス水準の向上に寄与する。 
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累　計

将来3 2分
満足度71%

満足度26%

現況4 8分

31 29

14

0

10

20

30

40

大分県 大分市 豊後大野市

（資料：国勢調査、Ｈ14 大分県公衆衛生年鑑）

■豊後大野市の人口 1万人当りの医師数 

（資料：Ｈ15 住民アンケート調査）

■大分市と豊後大野市 
   の専門診療科目数 

≪将来≫ 

所要時間：32分 

満足度 ：71％ 

■ 高次医療施設までの時間サービスの満足度（大野町） 

満足度が 

3 倍向上 

≪現況≫ 

所要時間：48分 

満足度 ：26％ 

22 .6

16 .6

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

大分県平均 豊後大野市

（人/万人）

※ 旧市町村単位で集計 

■沿線地域の医師数（Ｈ14） 
（資料：Ｈ14 大分県公衆衛生年鑑）
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都市機能の集積が低い中九州横断道路沿線地域では、高次都市サービスを大分市に

依存しているものの、このような都市施設までの現況の所要時間サービスは沿線住民

のニーズを下回るなど、高次都市サービスの利便性が低い状況にある。 

千歳大野道路の整備により、医療・買物・文化・通勤・広域交流等の各生活活動に

おいて地域住民の所要時間ニーズに対応した道路サービスが提供されるなど、定住魅

力の向上が図られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果４：生活利便性や定住魅力の向上 

■ 各生活活動における地域の満足度（大野町） 

■ 地域住民の所要時間ニーズ（高次商業施設）

現況 整備後

※高次都市サービス施設とは、大分市内にある高度な医療サービスを提供する病院、大型商業施

設、美術館やホール等の文化施設など、広域から利用されている施設を示す 

（資料：Ｈ15 住民アンケート調査）
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累 計
将来27分

満足度49%
現況44分

満足度93%

■ 大型小売店の分布状況 

26％

49％

31％

10％

35％

21％

71％

93％

52％

23％

100％

33％

0％ 50％ 100％ 150％

高次医療施設まで

高次商業施設まで

高次文化施設まで

主要業務地まで

規格の高い

　　　道路のＩＣまで

空港まで

■豊後大野市大野町における満足度の変化

2.7倍

1 .9倍

1 .7倍

2 .3倍

2 .9倍

1 .6倍

48分

44分

60分

60分

42分

100分

27分

43分

43分

1分

82分

32分

0分 50分 100分 150分

高次医療施設まで

高次商業施設まで

高次文化施設まで

主要業務地まで

規格の高い

　　　道路のＩＣまで

空港まで

■豊後大野市大野町からの所要時間の変化

（資料：2005 大型小売店総覧）
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国道 57 号は、大野・竹田直入地域と大分市を結ぶ幹線道路であるが、急峻な地形

上を通過するため防災点検要対策箇所も多く、平成 2 年以降 13 箇所で延べ 653 時間

の通行止めが発生するなど災害に脆弱な道路となっている。（千歳大野道路並行区間

では、平成 2年には豊後大野市大野町田中で 4時間の通行止めが発生） 

千歳大野道路が整備されることで、災害時に発生する約 70 分の迂回損失が解消さ

れるなど、災害に強い道路ネットワークが形成され、地域の防災性の向上に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 国道 57 号の通行止め箇所、防災点検要対策箇所 

効果５：防災機能の向上 

■国道 57 号の通行止め時の状況 ■国道 57 号の防災点検要対策箇所の状況

写真④ 豊後大野市千歳町船田

写真⑤ 豊後大野市朝地町坂井迫 

写真① 竹田市三宅 

（平成 2年 7 月 2 日） 

写真② 豊後大野市大野町田中

（平成 2年 7 月 2 日） 

写真③ 豊後大野市千歳町石田 

（平成 3年 9 月 13 日） 

防災点検要対策箇所   １７６箇所 

災 害 発 生 箇 所    １３箇所 

災 害 時 通 行 止 め 延べ６５３時間 

①

③ 

防災点検要対策箇所 ３６箇所 

災 害 時 通 行 止 め  ４時間 

② 
④

⑤

■国道 57 号千歳町 

～大野町間の迂回損失時間 

68

0

0 20 40 60 80 100

整備後

現況

（分）

解消 68 分の迂回
損失削減！
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急峻な地形上を通過する国道 57 号には、線形不良箇所が 107 箇所（うち、千歳大

野道路並行区間は 25 箇所）あり、大型車交通量も多いことから、走行性・安全性が

大きく低下している。（線形不良箇所ではその他の区間の２倍の確率で事故が発生） 

また、並行区間全てが通学路指定されているのに対して歩道の整備率は 3割程度と

県平均を大きく下回っており、大型車とのすれ違い等により歩行者の安全性も低い状

況にある。 

千歳大野道路の整備により、国道 57 号を通行する大型車等の交通量が減少し、現

道の交通事故削減、歩行者の安全性向上に大きく寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事故件数 区間距離 km当り件数
（件） （km） (件/km)

線形不良箇所 追突 2
出合頭 3
車両単独 3 3.4 3.0
その他 2
計 10

その他の区間 追突 2
出合頭 3
車両単独 0 6.2 1.5
その他 4
計 9

19 9.5 2.0

事故形態

並行区間計

効果６：安全性の向上 

■ 国道 57 号の線形不良箇所

■ 幅員２ｍ※以上の歩道設置率

■ 歩道幅員の整備状況と大型車混入率 

（資料：Ｈ11 道路交通センサス，将来交通量推計結果  

交通安全事業（歩道整備）計画基礎データベース）

※歩道幅員 2ｍは、道路構造令における最小幅員の値 

 

 

 

線形不良箇所 １０７箇所 

（平面：82 箇所、縦断：25 箇所） 

■ 国道 57 号の大型車混入率

28.6%

67.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国道57号

千歳～大野

大分県内

直轄国道

13.0%

32.3%

0% 20% 40% 60%

将来

現況

線形不良箇所 ２５箇所 

（平面：22 箇所、縦断：3箇所） 

■km 当りの事故件数（H12～H15）

※市街地は除く 

1 .5

3 .0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

その他

線形不良箇所

２倍

(件/km)
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◆広域交流ネットワークの形成 

中九州横断道路が整備されることで、東九州自動車道や九州縦貫自動車道と一体と

なった高速道路ネットワークが形成されるとともに、大分空港や重要港湾（大分港、

別府港等）といった広域交通拠点へのアクセス向上が図られる。 

千歳大野道路は中九州横断道路の一部区間を形成し、広域交流ネットワークの形成

に寄与するとともに、物流効率化や広域交流を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果７：活力ある地域づくりの支援 

■ 広域交流施設の分布 

■ 大分港 ■ 大分空港 

■大野町～大分空港

間の所要時間 
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■大野町～大分港 

間の所要時間 
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◆市町村合併の支援 

過疎化、少子高齢化の進行、本格化する地方分権社会等を迎え、自治体には規模拡

大や行財政能力の高度化等が求められており、高齢化の進展が著しい大野地域におい

ても、多様化・高度化する住民ニーズに対して効率的に行政サービスを提供していく

ために、平成１７年３月に、５町２村が合併し、新市「豊後大野市」が誕生した。 

千歳大野道路は、新市「豊後大野市」における広域連携軸として、広域交流や新市

内の連携強化を推進する上で、重要な役割を担う中九州横断道路の一部を形成し、今

後の新市の一体化の推進を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中九州横断道路 

■ 新市の土地利用構想 

・ 平成 14 年 4 月 1 日 

大野郡六町二村任意合併協議会設置 

・ 平成 15 年 3 月 1 日 

大野郡５町２村法定合併協議会設置 

・ 平成 15 年 3 月 17 日 

合併重点支援地域に指定 

・ 平成 17 年 3 月 31 日 

「豊後大野市」が誕生（三重町、清川村、緒

方町、朝地町、大野町、千歳村、犬飼町の 5

町 2 村が合併） 

■ 市町村合併にむけた取り組み状況

■ 市町村合併地域図（大野郡） 

ふふふれれれあああいいいゾゾゾーーーンンン   
森林や農地の公共的機能と連携した農林
業の振興を図り、自然・歴史・文化といっ
た地域資源を素材とした交流、福祉・保
健・医療の充実と連携等、人や自然とのふ
れあいによってぬくもりが感じられるゾ
ーン 

いいいきききいいいきききゾゾゾーーーンンン   
旧町村の役場周辺の中心部や「道の駅」等
を拠点とし、商業、行政、住宅等、自然と
調和のとれた都市機能の集積を図り、「は
しご型」及び循環型道路網の整備に伴い、
人々が行き交うことによっていきいきと
感じられるゾーン 

やややすすすらららぎぎぎゾゾゾーーーンンン   
森林や農地の公共的機能と連携した農林
業の振興を図り、自然や芸術・文化を背景
に、教育や福祉の充実、交流による人づく
り・地域づくり等、ボランティア精神あふ
れる地域コミュニティの充実によってや
すらぎを感じられるゾーン 

（ 出典：Ｈ16.9 大野郡 5 町 2 村合併後の新市まちづくり計画 ） 

千歳大野道路 



道路－3－21 

◆地域産業の支援 

中九州横断道路沿線の豊後大野市は農業が盛んな地域であり、葉たばこの生産額は

県全体の約４割を占めている。またピーマンは、県全体の３割を占め、出荷先として

は北九州や本州方面がそれぞれ約４割を占めている。 

千歳大野道路の整備により、大分市をはじめ、北九州方面などの市場までの時間短

縮が図られ、市場の拡大、荷傷みの減少、鮮度の向上等の効果が期待されるなど、地

域農業の振興を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特産品の大分県内産出額上位５位（Ｈ15） 

●特産品の対県シェア（Ｈ15）

（資料：大分県目で見るアグリランキング 2003）

（資料：大分県農林水産統計年報）■ 千歳大野道路の整備効果（農業） 

■主な農業特産品の産出額とシェア 

【 葉たばこ 】 【 ピーマン 】 

（千万円）
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【 ピーマン 】（千万円）
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【 葉たばこ 】

※旧市町村単位で集計

30%
70%

豊後大野市その他の地域

61%
39%

豊後大野市その他の地域

■野菜の粗生産額伸び率 
（Ｈ15/Ｓ63） 

1 .22

1 .27

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

大分県 豊後大野市

北九州
37%

その他
25%

大阪府
13% 広島県、

岡山県
25%

（JA ぶんご大野へヒアリングより） 

■ピーマンの出荷先(H14) 

92

153

24

42

0 60 120 180 240

完成

現在

（分）
北九州～大分 大分～大野

79分短縮116分

195分

■北九州までの所要時間 
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②事業の投資効果（費用便益分析） 

費用便益分析の結果（一般国道 57 号、千歳大野道路、Ｌ＝8.7km） 

 

【残事業Ｂ/Ｃ】 

（１）事業の目的 

 

 

 

 

 

（２）便益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）評価指標の算定結果 

 

 

中九州横断道路の一部区間を形成し、九州中部地域の活性化、高速定時性の

確保等を目的とした自動車専用道路である。 

 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

合 計 

基 準 年 平成１７年度 

供 用 年 平成２０年度（暫定供用） 

初年度便益 ２５億円 ５億円 ２億円 ３２億円

基準年における
現在価値（B） 

５８９億円 ７２億円 ３５億円 ６９６億円

※千歳大野道路の暫定完成予定は平成 20 年で、その後概ね 10 年で全線完成供用すると仮定している。 

 事 業 費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成１７年度 

単純合計 ９２億円 ９０億円 １８１億円

基準年における
現在価値（C） 

７７億円 ４１億円 １１８億円

費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ/Ｃ＝５.９ 
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【全事業Ｂ/Ｃ】 

（１）事業の目的 

 

 

 

 

 

（２）便益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）評価指標の算定結果 

 

 

 

中九州横断道路の一部区間を形成し、九州中部地域の活性化、高速定時性の

確保等を目的とした自動車専用道路である。 

 
走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

合 計 

基 準 年 平成１７年度 

供 用 年 平成２０年度（暫定供用） 

初年度便益 ２５億円 ５億円 ２億円 ３２億円

基準年における
現在価値（B） 

５８９億円 ７２億円 ３５億円 ６９６億円

※千歳大野道路の暫定完成予定は平成 20 年で、その後概ね 10 年で全線完成供用すると仮定している。 

 事 業 費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成１７年度 

単純合計 ２５０億円 ９０億円 ３４０億円

基準年における
現在価値（C） 

２５０億円 ４１億円 ２９１億円

費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ/Ｃ＝２.４ 
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③事業の進捗状況 

（１）事業の経緯 

年度 千歳大野道路 

Ｈ６ 計画路線指定（中九州横断道路） 

Ｈ７ 整備区間指定 

Ｈ８ 事業化 

Ｈ９ 環境影響評価準備書縦覧 

Ｈ10 環境影響評価完了 

Ｈ11 用地着手、工事着手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業進捗状況（執行済額） 

  

 全体事業費 Ｈ16 年度末進捗 進捗率 

全体事業費 ２５０億円 １２０億円 ４８％ 

うち用地補償費 １０億円 ８億円 ８０％ 

 

■千歳大野道路位置図 
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３．事業の進捗の見込み 

（１）今後の事業の見通し 

平成 16 年度末での事業進捗率は 48％（事業費ベース）で、用地買収も 80％が完了し

ており、引き続き平成 19 年度供用予定に向けて用地買収及び工事の推進を行う。 

本事業の推進にあたっては、地元や関係機関との協力体制も確立しており、円滑な

事業執行が可能である。 

 

（２）地域の協力体制、新聞記事 

・期成会 

名  称 主な構成メンバー 活  動  内  容 

豊肥・地域高規格道路建
設促進期成会 
 
 
 
 
 

会長 豊後大野市長 
副会長 大分市長 
理事 竹田市長 
 大分市、竹田市、豊後大野市
 の議会議長
 大分市、竹田市、豊後大野市
 の議会建設常任委員長
 

・中九州横断道路の早期完成につい
て、国土交通省及び関係機関に要望
活動を行っている。 
・要望経緯 
本省 ：16 回 
地整 ： 9 回 

 

中九州・地域高規格道路
促進期成会 
 
 
 
 

会長 阿蘇町長 
理事 大分市長 野津町長 
 三重町長 清川村長 
 緒方町長 大野町長 
 犬飼町長 久住町長 
 直入町長 
 菊地市、大津町等の 
 議会議長 
 熊本、大分の県議会議員 
 他 
 （平成 16 年度末現在）

・中九州横断道路の早期完成につい
て、国土交通省及び関係機関に要望
活動を行っている。 
・要望経緯 
本省 ：18 回 
地整 ： 7 回 

 
 

・協力体制 

名  称 協 力 内 容 

豊後大野市建設管理課 

・地元説明会等の住民との連絡調整 
・地元対応及び地域情報窓口 
・地元要望との受付窓口 
・役場内部等への調整窓口 

・地域の状況 

名  称 主な構成メンバー 活  動  内  容 

「中九州横断道路」早期
完成を願う女性の会 

会長 堀 幸子 
会員数 約 80 名 

・要望経緯 本省 ： 6 回 
  地整 ：10 回 

おおの女性の会 
会長 角田 朝子 
会員数 約 50 名 
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４．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

（１）コスト縮減の対応 

事業実施にあたっては、新技術・新工法の積極的活用、建設副産物対策により、着

実なコスト縮減を図るとともに、事業の時間的コストの低減に向け、計画的・重点的

な整備により効率性の向上を図る。 

（具体的な取組状況） 

●竹割り型構造物掘削工法（茜川橋）、プレキャストセグメント工法（岡高架橋）、PC 合成

桁の適用（穴井橋）、プレグラウト PC 鋼材（茜川橋、前田高架橋）、インターロッキン

グ橋脚等の新技術の活用による PC 橋コスト縮減 

【竹割り型構造物掘削工法（茜川橋 P2 橋脚 1基）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PC 合成桁（PC 板タイプ）の適用（PC コンポ橋）（穴井橋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施策別コスト縮減額） 

 

 

 

 

 

 

 

当初計画（親杭横矢板工法＋グランドアンカー） コスト縮減（竹割り型構造物掘削工法） 

・一定間隔で打ち込み

したＨ鋼杭の間に、

横矢板を差し込み土

砂の崩壊を防ぐ工法

・リングビームとグラン

ドアンカーを先行施

工し、吹付コンクリー

トと鉄筋挿入を行い

ながら掘削する工法 

工事費 ：          １１３ 百万円 工事費 ：          ５７ 百万円 

縮減額 ：          ５７百万円 

コスト縮減施策 コスト縮減額 （ コスト縮減率注2 ）

建設発生土の有効利用 １,４０９ （５．６％） 

耐候性鋼材の併用 １２８ （０．５％） 

竹割り型構造物掘削工法 ５７ （０．２％） 

ＰＣ合成桁（ＰＣ板タイプ）の適用（ＰＣコンポ橋） １６ （０．１％） 

その他 １５ （０．１％） 

コスト縮減額計 １,６２５ （６．５％） 

注 1：千歳大野道路の残事業の改良工事分は、現在検討中であるため含めていない。 
注 2：全体事業費 250 億円に対する縮減割合。 

当初計画（標準 T桁） コスト縮減（PC合成桁） 

・床版が現場施工であ

るため、桁間隔が狭

くなり桁本数が増加

する。そのため上部

工重量が増加し、下

部工への負担が大き

くなる 

・PC 合成桁を採用す

ることで、高所作業

が不要になり安全か

つ短期間での施工が

可能となり、また桁の

合成が高くなるため

桁本数を削減できる 

工事費 ：          ４２６ 百万円 工事費 ：          ４１０ 百万円 

縮減額 ：          １６ 百万円 

（単位：百万円）
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（２）代替案の可能性 

千歳大野道路は、当該地域の地形条件、周辺地域からの利便性、地域開発計画等

周辺土地利用との整合ならびに環境への影響など、総合的に勘案し計画したもので

あり、現在全線にわたって用地買収（全体の 80％が完了）を行っていることなどか

ら、現計画で早期供用に向けて事業を推進することが最適と考えられる。 

 

 

５．対応方針（原案） 

〔事業継続〕 

一般国道 57 号中九州横断道路の千歳大野道路については、事業を継続する。 

千歳大野道路は、中九州横断道路の一区間を形成し、地域間の連携・交流や観光

振興等に資する広域的なネットワーク機能を有する事業である。 

また、周辺地域においても交通の防災安全性や生活利便性向上等の効果を期待さ

れているところであり、豊後大野市をはじめとする周辺の自治体などから積極的な

整備促進の要望がなされているところである。 

こうした状況に併せ、また本事業は既に相当程度の進捗をみていることから、早

期に効果を発揮すべく、平成 19 年度の供用（暫定２車線）に向け、引き続き事業を

推進する。 

さらに、4車線化完成事業については暫定後の交通状況を勘案しながら実施時期を

検討する。 
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巻 末 資 料 

 

（ 客 観 的 評 価 指 標 ） 

 

 



前提条件 事業の効率性

□ 都市計画決定済

事業実施環境
（新規着工
 準備採択時）

事業の性格

大項目 中項目
１．活力

□ 広域道路整備基本計画に位置づけの
ある環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道ま
ちづくりとの連携あり

□ 中心市街地内で行う事業である

■ ルート確定済

■ 円滑な事業執行の環境が整っている

□ 都市計画手続等、環境影響評価の手続等の着手に必要な調査が完了している

□ 市町村道事業については、ネットワーク関連や市町村合併など特別な観点で
行う事業である

□ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する

□ 中心市街地内で行う事業である

□ 以下のいずれかに該当する
・国の直轄事業に関連する事業　・国家的な事業に関連する事業
・先導的な施策に係る事業　　　・短期間に集中的に施行する必要がある事業

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる
・大野地域は、農業を主体とした地域で、特に葉たばこ、ピーマン等は地域の主力農産品となっており、これら農産品の輸送において高速輸送サービスが可能
となる

■ 便益が費用を上回っている
・Ｂ/Ｃ＝2.4

客観的評価指標（２／３）

●事業採択の前提条件を確認するための指標

一般国道
（一次改築）

※　　データ上の制約がない限り、基本的に全ての項目について評価を実施するものとする。
　　　ただし、評価に必要な作業量が大きく、当該事業による効果は少ないことが予想される場合、
　　　評価実施主体が当該事業について評価対象外とすべきと判断した項目については、評価を
　　　実施しなくてもよいものとする。
※　　網掛けの指標は定量的な記述により効果の確認を行うことを基本とする。
※　　その他の指標は定性的に効果の有無を確認する。
※　　本指標に基づき効果を総合的に評価する必要がある。その手法については今後策定する。

都道府県道・市町村道
一般国道

（二次改築）
街路

政策目標

●事業の効果や必要性を評価するための指標

円滑な
モビリティの
確保

都道府県道・市町村道
一般国道

（二次改築）

□ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

街路
一般国道

（一次改築）

事業実施環境
（新規事業
　　採択時）

□ 現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待される

□ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率
・渋滞損失時間　 ： 6万人・時間/年　 （国道57号　千歳～大野）
・渋滞損失削減率 ： 10 割削減　　　   （国道57号　千歳～大野）

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

□ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる
・大分空港へのアクセス向上が見込まれる（豊後大野市大野町から大分空港　100分→82分）

■ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる
・国際コンテナ航路を有する大分港へのアクセス向上が見込まれる（豊後大野市大野町から大分港　65分→47分）

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

物流効率化
の支援

都市の再生
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大項目 中項目
１．活力 都市の再生 □ 幹線都市計画道路網密度が

1.5km/km2以下である市街地内での事
業である

□ DID区域内の都市計画道路整備であ
り、市街地の都市計画道路網密度が向
上する

□ 対象区間が現在連絡道路がない住宅
宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大
都市においては100戸以上又は5ha以上)
への連絡道路となる

国土・地域
ネットワーク
の構築

□ 高速自動車国道と並行する自専道
（A'路線）としての位置づけあり

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規
格幹線道路で連絡するルートを構成す
る（A'路線としての位置づけがある場
合に限る）

個性ある
地域の形成

□ 歴史的景観を活かした道路整備や中
心商店街のシンボル的な道路整備等、
特色あるまちづくりに資する事業であ
る

安全で
安心できる
くらしの確保

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見
込まれる
・第三次救急医療施設であるアルメイ
ダ病院（大分市）へのアクセス向上が
見込まれる（豊後大野市大野町からア
ルメイダ病院　46分→32分）

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される
・阿蘇、別府などの主要観光地をネットワークする

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

□ 市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）等の幹線道路において新たに無電柱化を達成する

□ 二次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

□ 自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該当する区間において、自転車利用空間を整備する
ことにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期待できる

□ 交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される

■ 地域高規格道路の位置づけあり
・中九州横断道路の一部区間として、平成７年に整備計画区間に指定されている

□ 特別立法に基づく事業である

２．暮らし

無電柱化に
よる美しい
町並みの形成

□ 対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都
市においては100戸以上又は5ha以上)への連絡道路となる

都道府県道・市町村道

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

一般国道
（二次改築）

政策目標

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上
する

街路
一般国道

（一次改築）

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する
・生活中心都市である大分市、竹田市を連絡するルートである（大分市から竹田市　77分→51分）

歩行者･自転車
のための
生活空間の
形成

□ 現道等における交通不能区間を解消する

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

■ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる
・豊後大野市大野町等から大分市へのアクセスが向上する（豊後大野市大野町から大分市　60分→43分）

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する
・地域の特性を生かした地域開発構想である大野川流域リバーポリスを支援する
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大項目 中項目
３．安全 安全な生活

環境の確保

災害への備え

□ 並行する高速ネットワークの代替路
線として機能する（A'路線としての位
置づけがある場合）

□ 密集市街地における事業で火災時の
延焼遮断帯の役割を果たす

地球環境の
保全

その他

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

□ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

政策目標

○ 現道等における自動車からのSPM排出削減率

□ 現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待される区間がある

■ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消される
・国道57号には防災点検要対策箇所が36箇所あり、千歳大野道路の整備により信頼性の高い道路ネットワークが確保される

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量
・2,871t-CO2/年を排出抑制

○ 現道等における自動車からのNO2排出削減率

□ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

□ 幅員6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する
・代替する緊急輸送道路路線名：国道57号（一次ネットワーク）、代替する区間：豊後大野市千歳町～大野町

□ 当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交通量100人/日以上（当該区間が通学路である場
合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される

□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

□ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画
に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり
・国道57号はＨ8年大分県緊急輸送道路ネットワーク計画（一次ネットワーク）の位置付けあり

都道府県道・市町村道
一般国道

（二次改築）
一般国道

（一次改築）

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
との関係

生活環境の
改善・保全

４．環境

□ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけ
られている

街路

□ 現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は線形不良区間の解消等により、当該区間の安
全性の向上が期待できる
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

一般国道５７号 千歳大野道路 Ｌ＝８．７Ｋｍ 二次改築 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

20,500～20,800 4 九州地方整備局

① 費　用

改　築　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成１７年度

単純合計 250億円 90億円 340億円 

うち残事業分 92億円 90億円 181億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

250億円 41億円 291億円 

うち残事業分 77億円 41億円 118億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行費用
短縮便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１７年度

供 用 年 平成３０年度

単年便益
（初年便益）

25億円 5億円 2億円 32億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

589億円 72億円 35億円 696億円 

うち残事業分 589億円 72億円 35億円 696億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（残事業） 5.9

費用便益比（事業全体） 2.4
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様式－４

費用の現在価値算定表 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額除く)

採用単価の根拠　高速道路

箇所名：一般国道５７号　千歳大野道路（全事業） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.27 8.7 2.35
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－12年目 H 8 1.4233 0.50 0.71 0.00 0.00
－11年目 H 9 1.3686 1.70 2.33 0.00 0.00
－10年目 H 10 1.3159 1.50 1.97 0.00 0.00
－9年目 H 11 1.2653 11.58 14.65 0.00 0.00
－8年目 H 12 1.2167 6.41 7.80 0.00 0.00
－7年目 H 13 1.1699 13.90 16.26 0.00 0.00
－6年目 H 14 1.1249 30.71 34.55 0.00 0.00
－5年目 H 15 1.0816 19.19 20.76 0.00 0.00
－4年目 H 16 1.0400 34.57 35.95 0.00 0.00
－3年目 H 17 1.0000 38.20 38.20 0.00 0.00
－2年目 H 18 0.9615 44.03 42.33 0.00 0.00
－1年目 H 19 0.9246 19.11 17.67 0.00 0.00

暫定供用開始年次 H 20 0.8890 0.00 0.00 2.24 1.99
1年目 H 21 0.8548 0.00 0.00 2.24 1.91
2年目 H 22 0.8219 0.00 0.00 2.24 1.84
3年目 H 23 0.7903 0.00 0.00 2.24 1.77
4年目 H 24 0.7599 0.00 0.00 2.24 1.70
5年目 H 25 0.7307 0.00 0.00 2.24 1.64
6年目 H 26 0.7026 7.15 5.02 2.24 1.57
7年目 H 27 0.6756 7.15 4.83 2.24 1.51
8年目 H 28 0.6496 7.15 4.64 2.24 1.46
9年目 H 29 0.6246 7.15 4.47 2.24 1.40

完成供用開始年次 H 30 0.6006 0.00 0.00 2.24 1.35
11年目 H 31 0.5775 0.00 0.00 2.24 1.29
12年目 H 32 0.5553 0.00 0.00 2.24 1.24
13年目 H 33 0.5339 0.00 0.00 2.24 1.20
14年目 H 34 0.5134 0.00 0.00 2.24 1.15
15年目 H 35 0.4936 0.00 0.00 2.24 1.11
16年目 H 36 0.4746 0.00 0.00 2.24 1.06
17年目 H 37 0.4564 0.00 0.00 2.24 1.02
18年目 H 38 0.4388 0.00 0.00 2.24 0.98
19年目 H 39 0.4220 0.00 0.00 2.24 0.95
20年目 H 40 0.4057 0.00 0.00 2.24 0.91
21年目 H 41 0.3901 0.00 0.00 2.24 0.87
22年目 H 42 0.3751 0.00 0.00 2.24 0.84
23年目 H 43 0.3607 0.00 0.00 2.24 0.81
24年目 H 44 0.3468 0.00 0.00 2.24 0.78
25年目 H 45 0.3335 0.00 0.00 2.24 0.75
26年目 H 46 0.3207 0.00 0.00 2.24 0.72
27年目 H 47 0.3083 0.00 0.00 2.24 0.69
28年目 H 48 0.2965 0.00 0.00 2.24 0.66
29年目 H 49 0.2851 0.00 0.00 2.24 0.64
30年目 H 50 0.2741 0.00 0.00 2.24 0.61
31年目 H 51 0.2636 0.00 0.00 2.24 0.59
32年目 H 52 0.2534 0.00 0.00 2.24 0.57
33年目 H 53 0.2437 0.00 0.00 2.24 0.55
34年目 H 54 0.2343 0.00 0.00 2.24 0.52
35年目 H 55 0.2253 0.00 0.00 2.24 0.50
36年目 H 56 0.2166 0.00 0.00 2.24 0.49
37年目 H 57 0.2083 0.00 0.00 2.24 0.47
38年目 H 58 0.2003 0.00 0.00 2.24 0.45
39年目 H 59 0.1926 -10.42 -2.01 2.24 0.43

  合 計 239.58 250.13 89.60 40.99

単純事業費計 250.00 89.60

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
注３）維持修繕費は便益算出マニュアルの参考値を基本としている。
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様式－４

費用の現在価値算定表 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額除く)

採用単価の根拠　高速道路

箇所名：一般国道５７号　千歳大野道路（残事業分） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.27 8.7 2.35
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－12年目 H 8 1.4233 0.00 0.00 0.00 0.00
－11年目 H 9 1.3686 0.00 0.00 0.00 0.00
－10年目 H 10 1.3159 0.00 0.00 0.00 0.00
－9年目 H 11 1.2653 0.00 0.00 0.00 0.00
－8年目 H 12 1.2167 0.00 0.00 0.00 0.00
－7年目 H 13 1.1699 0.00 0.00 0.00 0.00
－6年目 H 14 1.1249 0.00 0.00 0.00 0.00
－5年目 H 15 1.0816 0.00 0.00 0.00 0.00
－4年目 H 16 1.0400 0.00 0.00 0.00 0.00
－3年目 H 17 1.0000 0.00 0.00 0.00 0.00
－2年目 H 18 0.9615 44.03 42.33 0.00 0.00
－1年目 H 19 0.9246 19.11 17.67 0.00 0.00

暫定供用開始年次 H 20 0.8890 0.00 0.00 2.24 1.99
1年目 H 21 0.8548 0.00 0.00 2.24 1.91
2年目 H 22 0.8219 0.00 0.00 2.24 1.84
3年目 H 23 0.7903 0.00 0.00 2.24 1.77
4年目 H 24 0.7599 0.00 0.00 2.24 1.70
5年目 H 25 0.7307 0.00 0.00 2.24 1.64
6年目 H 26 0.7026 7.15 5.02 2.24 1.57
7年目 H 27 0.6756 7.15 4.83 2.24 1.51
8年目 H 28 0.6496 7.15 4.64 2.24 1.46
9年目 H 29 0.6246 7.15 4.47 2.24 1.40

完成供用開始年次 H 30 0.6006 0.00 0.00 2.24 1.35
11年目 H 31 0.5775 0.00 0.00 2.24 1.29
12年目 H 32 0.5553 0.00 0.00 2.24 1.24
13年目 H 33 0.5339 0.00 0.00 2.24 1.20
14年目 H 34 0.5134 0.00 0.00 2.24 1.15
15年目 H 35 0.4936 0.00 0.00 2.24 1.11
16年目 H 36 0.4746 0.00 0.00 2.24 1.06
17年目 H 37 0.4564 0.00 0.00 2.24 1.02
18年目 H 38 0.4388 0.00 0.00 2.24 0.98
19年目 H 39 0.4220 0.00 0.00 2.24 0.95
20年目 H 40 0.4057 0.00 0.00 2.24 0.91
21年目 H 41 0.3901 0.00 0.00 2.24 0.87
22年目 H 42 0.3751 0.00 0.00 2.24 0.84
23年目 H 43 0.3607 0.00 0.00 2.24 0.81
24年目 H 44 0.3468 0.00 0.00 2.24 0.78
25年目 H 45 0.3335 0.00 0.00 2.24 0.75
26年目 H 46 0.3207 0.00 0.00 2.24 0.72
27年目 H 47 0.3083 0.00 0.00 2.24 0.69
28年目 H 48 0.2965 0.00 0.00 2.24 0.66
29年目 H 49 0.2851 0.00 0.00 2.24 0.64
30年目 H 50 0.2741 0.00 0.00 2.24 0.61
31年目 H 51 0.2636 0.00 0.00 2.24 0.59
32年目 H 52 0.2534 0.00 0.00 2.24 0.57
33年目 H 53 0.2437 0.00 0.00 2.24 0.55
34年目 H 54 0.2343 0.00 0.00 2.24 0.52
35年目 H 55 0.2253 0.00 0.00 2.24 0.50
36年目 H 56 0.2166 0.00 0.00 2.24 0.49
37年目 H 57 0.2083 0.00 0.00 2.24 0.47
38年目 H 58 0.2003 0.00 0.00 2.24 0.45
39年目 H 59 0.1926 -10.42 -2.01 2.24 0.43

  合 計 81.32 76.95 89.60 40.99

単純事業費計 91.74 89.60

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
注３）維持修繕費は便益算出マニュアルの参考値を基本としている。
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